
インプット（予算）

アクティビティ
（事業概要）

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

SNS相談の実施

夜間休日に対応可
能なコールセンター

の設置

令和３年度
予算要求

（別紙）

性暴力被害者等への支援
の充実・強化（緊急対応を
含めた支援の充実、被害
の顕在化）

性暴力被害者等相談体制整備事業ロジックモデル

性犯罪・性暴力被害者支援のための交付金
性犯罪被害者等支援体制整備促進事業
全国共通短縮番号、広報の強化

その他の関連事業、施策

初期（※）アウトカム①
・性暴力被害者等がSNSで
相談できる状況を実現する。

・ＳＮＳによる相談件数

中長期（※）アウトカム

・性暴力被害者等が相談し
やすくなる

・相談件数

・SNS相談の実施
・広報の実施

・ＳＮＳの相談体制の整備状
況

・24時間365日相談対応
・広報の実施

・相談体制の整備状況

初期（※）アウトカム②
・急性期対応が必要な性暴
力被害者等がいつでも相談
できるようになる。

・相談件数
・急性期対応の件数

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

（※）時間軸で初期→中長期で設定。

解決すべき
問題・課題

性犯罪・性暴力の被害は、深刻かつ長期間に及ぶことも多い一方で、誰にも相談できず被害が潜
在化する傾向にある。被害者が支援に速やかにつながることができる体制を整備する必要がある。

上記問題・課題
と事業との関係

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターへの多様な相談方法の整備、夜間休日
コールセンターの設置等により、相談者が、必要なときに相談し、支援につながることが可能となる。

（注１）アウトプット及びアウトカムの点線枠内には、何をもってアウトプット及びアウトカムを測るのかを記載する。
（注２）アウトカムを定量的に測ることが困難な場合には、代替となる事項をもってアウトカムを測ることの相当な理由も同枠内に記載する。


